
目指す生徒像
（求める生徒像）
アドミッションポ
リシー

１　未来を生き抜く「探究する力」を育成する
２　未来を生き抜く「表現する力」を育成する
３　未来を生き抜く「感じる力」　を育成する
４　未来を生き抜く「自ら学ぶ力」を育成する
５　組織的な広報活動を展開し、入学者を確保する

番号 目標 達成度

Ⅰ
入
試
広
報

〇入学者数
　中学：50名
　高校：150名
〇出願者数
　中学：1000名
　高校：単願100名
　　　　併願300名

Ⅱ
進
路
・
学
習
指
導

〇進路実績の向上
　第一希望実現率　90％
　　　大妻女子大学　40名
　　　国公立大学　10名
　　　早慶上理　10名
　　　GMARCH　20名
〇自学力の向上
　自学時間の1.1倍以上（前年比）

Ⅲ
生
徒
指
導

〇礼法・道徳教育の充実
〇「コタカ学」の充実
〇生徒会活動の活性化
〇部活動の活性化（強化部を中心
とした活動実績、部活動の参加人
数増）
〇防災・安全教室の充実

Ⅳ
地
域
連
携

〇地域連携体制の構築
〇社会貢献事業の拡充
〇生徒のボランティア活動への積
極的参加

①中学入試…入学者増と受験者増の二本柱での募集活動
ア　入学者増に向けた取組
　「まなび力エキスパート入試」は着実に定着しつつある
が、「まなび力入試」との差別化が難しく、検討が必要であ
る。
イ　受験者増に向けた取組
　延べ受験者は増加したが、実受験者数は減少した。一般入
試、奨学入試、まなび力入試とは異なる学力層に働きかける
ことが必要である。
➁高校入試
　内進生が少なかったが単願者は増加し、募集戦略が一定の
成果を上げた。大学付属のアドバンテージを中心に、ボ
リュームゾーンへの働きかけを継続する。

〇進路意識の啓発を図り、概ね進路希望実現は図られてい
る。
しかし、難関大学への希望実現が達成されたとは言い切れ
ず、指導方法を工夫していく必要がある。早慶上理・GMARCH
を中心とした私大をベースに、総合型で勝負できるプログラ
ム、小規模である本校の利点を生かした個別対応を進める。
〇一方、特別進学コースでは、一般選抜入試をベースとし、
勉強量を増やすなど負荷をかけて成長を促す。
〇大妻女子大学への進学者の質的・量的向上を図る。

〇大妻女子大の付属高校として、学祖・大妻コタカの教えを
通して大妻精神を浸透させ、生徒の学校に対するエンゲージ
メントや満足感を高めることが必要である。そのためにも、
礼法・道徳教育を実のあるものとして再構築していく。特に
探究の時間における「コタカ学」を充実・発展させる。
〇身だしなみについては概ねできているものの、挨拶につい
ては改善の余地がある。生徒会を中心とした生徒からの自主
的な動きにも期待する。
〇生徒会本部、文化祭実行委員会等は自覚を持って活動して
いる。このような活動の輪を、生徒全体に広げ、自立活動を
さらに活性化していく。

令 和 ５ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （大妻嵐山中学校・高等学校 ）

達成状況及び次年度への課題

〇嵐山の地で開校して56年の歴史を積みかねてきたものの、
他の伝統校と比較して、未だ地域に深く根差しているとは言
い切れない。学祖・大妻コタカの「女子も自ら学び、社会に
貢献できる力を身につけ、その力を広く世の中で発揮してい
くことが女性の自立につながる」との言葉にあるように、地
域に根差し、社会的価値を創出する学校でありたい。そのた
めにも社会貢献活動として、本校が持つ教育資源を社会に還
元していく必要がある。また、その教育活動自体を「社会の
中で」、「社会の要請に応えて」、「社会と協働して」行う
こと、さらには、長い歴史と伝統の中で蓄積された知的・人
的・物的な資産として社会に開かれた活動を行うことが求め
られている。

〇嵐山町社会福祉協議会と連携した「嵐山チャレンジプロブラム」の立
ち上げ
　・近隣の小学校、特別支援学校との異校種交流事業
　・隣接する菅谷中学校、菅谷小学校とのトライアングル連携事業
　・埼玉県立嵐山史跡の博物館等、地域の体験活動施設との連携
〇大妻グローバルコース（大妻進学コース）を中心にした大妻女子大学
との連携強化
〇埼玉医科大学、日本薬科大学等の大学および民間企業での見学、体験
活動の実施

目指す学校像

〇建学の精神「学芸を修めて人類のために」を実現する学校
　地域との連携の下で、学校社会貢献活動を推進する社会的価値を目指す学校
〇学祖大妻コタカ先生の教育理念に基づき、人格の陶冶を目指す学校
　校訓「恥を知れ」の下で、自らを厳しく律し、自立した女性を育成する学校

具体的方策

①中学募集
ア　「適性検査型入試」の新設
イ　「まなび力入試」と「まなび力エキスパート入試」との一本化
ウ　「大妻特待入試」への名称変更
エ　大手中学受験専門塾との連携
オ　中学受験の掘り起こし事業（学校社会貢献活動）の拡充
➁高校募集
ア　中学校を中心とした募集対策の実施（母校訪問、全職員による中学
校訪問、外回り担当による中学校訪問の充実）
イ　高校選択セミナーの拡充
ウ　地域指定校推薦制度（校長推薦制度）の拡充
エ　個別相談の強化

現状と課題

〇生徒の進路意識の啓発
　キャリア学習として多様なプログラムの策定など、企業・大学研究室
訪問等との連携事業の拡充、キャリア探究活動の活用
〇具体的な進路指導策
　・大妻ゼミの充実
　・総合型選抜に向けてのプログラム策定（面接・小論文指導等）
〇特別進学コースを中心とした外部模試の活用
　・模試のフィードバック、模試対策、ＳＳ（特進）運営委員会

〇礼法・道徳教育に係るプログラム再構築
　礼法指導、着付け教室、茶道教室、論語教育
〇自校教育
　探究学習としてコタカ先生の教えを学習
〇部活動の活性化
　強化部を中心とした部活動のさらなる活性化、活動実績のＰＲ充実
〇生徒会活動の活性化
　地域やロータリーなどのボランティア団体等との連携
〇防災・安全教育の実施
　警察、地域、保護者による防犯パトロールの実施
　スクールカウンセラーによる相談体制の強化

達成度　Ａほぼ達成（８割以上）・Ｂ概ね達成（６割以上）・Ｃ変化の兆し（４割以上）・Ｄ不十分（４割未満）

〇自らを学問的・人間的に鍛え、己の使命を果たし人類に貢献
する意欲を持つ女性
〇自らを厳しく律し、広い教養を備え、他を思いやる共感力と
高い志を持つ女性

重点目標
（資質・能力に関する方針）
グラデュエーション・ポリシー


